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資料２ 

各分野における主な提案品目及び検討方針等について（案） 
 

 

１．各分野における主な提案品目について（資料２別紙参照） 

例年どおり、特定調達品目に係る提案新規提案品目や既存品目の判断の基準等の

見直しに関する提案募集を実施（5月 24日から 6月 23日の 1ヶ月間）したところ、

資料１に示したとおり、物品 21品目、役務 4品目、公共工事 4品目1の計 29品目の

提案があった。 
 

 

２．提案内容及び提案品目に係る検討方針等 

各品目の提案内容及び留意点等を踏まえた物品・役務の現段階における検討方針

等は、以下のとおりである。 

なお、今後、必要に応じて提案者に対する追加資料の提出依頼、ヒアリングの実

施等を行い、提案品目の環境負荷低減効果、供給状況等を調査・検討するものとす

る。 

 

（１）紙類 

① コピー用紙 
· 総合評価指標において基本項目である「その他持続可能性を目指した原料

の調達方針に基づいて使用するパルプ」の重み付けを森林認証パルプ、間

伐材パルプと同一にすべき 

· 総合評価値及びその内訳の製品への表示は古紙パルプ配合率のみにすべき 

· 白色度及び坪量を総合評価指標から外すべき 

 現行の総合評価指標については特段の不都合はないと考えられる。な

お、現状把握のため各種情報の収集を実施 

② 印刷用紙 
· 総合評価指標において基本項目である「その他持続可能性を目指した原料

の調達方針に基づいて使用するパルプ」の重み付けを森林認証パルプ、間

伐材パルプと同一にすべき 

· 塗工量を総合評価指標から外すべき 

                                           
1 他にロングリスト掲載品目への追加提案 15品目 
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 現行の総合評価指標については特段の不都合はないと考えられる。な

お、現状把握のため各種情報の収集を実施 

③ その他の紙類 
· 炭酸カルシウムと HDPEを原料とした用紙 

 具体的な対象とする範囲を絞り込んだ上、品質面、環境負荷低減効果、

回収・リサイクルの仕組み、市場における競争性の担保等について確

認が必要（同時に提案されている当該用紙を使用した紙製品について

も同様） 
 

（２）文具類 

① ファイル・バインダー 
· 米ぬかを混練したバイオマス素材を使用したファイル・バインダー 

 再生プラスチック配合品との LCA 比較による環境負荷低減効果に関

する検討が必要 

② その他 
· 植物由来プラスチックを使用したラミネートフィルム 

 環境負荷低減効果、国等の機関における調達実績及び調達可能性等の

確認が必要 
 

（３）OA 機器 

① コピー機等、電子計算機、プリンタ等 
· プラスチック部分へのハロゲン系難燃剤の不使用・削減（配慮事項） 

 電気・電子機器への配慮事項としての設定可能性に関する検討が必要 

② その他 
· ラミネ－ター 

 国等の機関における調達実績及び調達可能性の確認、環境負荷低減効

果に関する検討が必要 
 

（４）家電製品・エアコンディショナー 

① テレビジョン受信機 
· 植物由来プラスチックを使用したテレビジョン受信機（配慮事項） 

 再生プラスチック配合品との LCA 比較による環境負荷低減効果に関

する検討が必要 

② エアコンディショナー 
· 使用済み回収製品由来の再生プラスチック（ポストコンシューマー材料）
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を使用したエアコンディショナー 

 資源の有効利用、廃棄物の削減の観点から検討を実施 
 

（５）照明 

· 直管蛍光灯型 CCFL照明 

 省エネルギー、長期使用の観点から、冷陰極蛍光管（Cold Cathode 

Fluorescent Lamp）の市場への供給状況の確認、安全性、配線工事の

必要性、誤装着の危険性、価格面等の課題を踏まえ、検討を実施 

· 直管形 LEDランプ（G13口金互換、電源内蔵型） 

 LED 照明分科会における器具・ランプの判断の基準等の検討と併せ、

取扱いを検討 
 

（６）自動車等 

· 天然ガスバイフューエル車（天然ガス／ガソリン） 

 自動車分科会における検討を踏まえ、取扱いを検討 

· バイオディーゼル燃料 

 市場への供給状況、国等の機関における調達実績及び調達可能性等を

踏まえ、検討を実施 
 

（７）その他の繊維製品 

· 竹繊維を使用した消臭・吸湿パッド（ヘルメット等の被り物用） 

 具体的な環境負荷低減効果、市場への供給状況、国等の機関における

調達実績及び調達可能性等の確認が必要 
 

（８）設備 

· 建材用・車載用日射調整フィルム（熱線遮蔽フィルム） 

 国等の機関における調達実績及び調達可能性、市場への供給状況等の

確認が必要。なお、建築物の窓ガラス貼付用の日射調整フィルムに係

る判断の基準等は既に設定済 

· 漏洩同軸ケーブルを使用した無線 LANシステム 

 省エネルギー、長期使用の観点から、市場への供給状況、国等の機関

における調達実績等を踏まえ、検討を実施 
 

 

（９）その他 
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· 再生プラスチックを使用したグラウンド整備用トンボ 

 国等の機関における調達実績及び調達可能性、市場への供給状況等の

確認が必要 
 

（10）役務 

① 印刷 
· 板紙へのリサイクル促進の観点から Bランクの紙（抄色紙、ファンシーペ

ーパー、グラシンペーパー、インディアペーパー）も印刷物の材料として

使用可とすべき 

 「リサイクル対応型印刷物製作ガイドライン」の検討状況を踏まえ、

印刷の判断の基準等への適切な反映を図る 

② 自動車整備 
· 自動車の慣性力走行装置の設置 

 国等の機関における役務としての当該品目の調達可能性、具体的な環

境負荷低減効果、供給状況（実施可能な事業者）等の確認が必要 

· エアフィルター内壁等へのコーティング剤の塗布 

 国等の機関における役務としての当該品目の調達可能性、具体的な環

境負荷低減効果、供給状況（実施可能な事業者）等の確認が必要 

③ 飲料自動販売機設置 
· HFCの使用禁止に係る経過措置の延長 

 ノンフロンの自動販売機の供給状況を確認の上、適切に判断 

 


